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水利用

の自主

規制

地下水は決法鎗2慨粂おぶび縞2§蔓粂によ一;て土地

拶)所有背の私有/ζ帰せられている害したが一二亘て二1二揚

がその敷地グ派かで地下水を利踊するたぬ井戸を棚さ

くすることは全く自由であ1)そこの地薇に兇か:ヨた適

正な揚水量におかまいなく隣近所¢)他人の土地に所属

する地下水を引っぱり込んで汲みあげでも柵羊がうる

恵くいわなければそれで通ってし幾う刊

棚り抜き井戸で自噴水を使㍗ていた剛竈地帯が二じ

場を誘致す篇とどこでも巌ず一般佳球の井戸の澗掲が

問題とポ)補償の対象と扱る｡揚水すれば自然のカ

だけで地上に噴巷だしていた掘!ゾ抜き井戸の水がでなく

たることはむしる当然で土地州絹聯を進める､1二に癒1ゐ

べくして起∴｡たことといえる岳しかし一般の佳渓

(猟葉)充火皿榊原]=､1羅媛j'襲

はやはりとんだ迷惑招かざるお客のしわざとして腹

ダ)立つのも無理は扱い､

工場同志井戸同志の間でも同じよう匁水の奪い合

いが生じるわけでそうしたことが生じないようつと

めて被害が小さくてすむようそして地下水が少しでも

ながもぢするよう企業春同志が話合って自分の土地

の地下に対する私権をいったん責任者にゆだねそれ

を学理的に再配分してそれぞれの敷地の広さと地質に

応じて地下水を利用する～つまり自主的に企業者た

ちが協定を結んで水の私用規制を行なうことが真剣に

考えられその実例がすでに新潟県直江津一高田地区

･千葉県五井･市原地区･習志野地区･茂原地区などに

それぞれび)特長を生かしてみられるに至っている.

千葉県五井･市原地区(養老川右岸地区)の分を要約

すると

��

1弁当りの'揚水量は60m3/時とし井戸間隔を

300m以上とするつまり敷地100m2当たり日

量1.6m3の割り合いとなる

滅びゆく掘り抜き井戸�
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(2)さく井一1点は敷地境界線から150m以上はなすこと

(3)都合によって井戸間隔を250mと←揚李量を50

m洲寺また200mとして揚水量を40m3/時にす

ることもできる

(4)特長のある粘土層を境界･としてその上側浅い方

と下側深い方とで別々のさく井をして利用でき

る.この場合には井戸間隔を150mまで縮め

られるが浅い方のさく井では100m以深でスト

レｰナを切ること深い方のさく井ではうわ水

の完全遮断を条件づけている

東

京

湾

〆＼ぐ

'㌧

�

＼､

･∫

一･

｡!

妻

デ1

薬

1＼､r＼

･)＼.

＼

.)I＼.

舎､

帝)フ

争･一･1

舜ゾ㌧''一

考｡j

勢!

落

一.一(

..＼｡!

園工業用地

01234㎞

Q規制範囲

(5)(3)および(4)いずれの場合も敷地100m2当たり

n量1.6m3の割り合いをこすような水量の私用

はできない

なお届出の区域は五井町および市原町の区域と放っ

ていてこの区城内で工業用水として使用するために

工場敷地内および敷地外において掘さくする井戸はすべ

てこの取フk基準をまもらなければならない.そして

京葉工葉地緒の井戸の自主規制地区

さく井工事前さく井完成後にそれぞれ定められた様式

届出をするとともに1週間に1回測定した自然水位･

揚水水位を毎月届出ることが義務となっている.

蜘論法

法論論

患デシで

進む深度棚mθ)さく丼工事�




